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NBRに対するワックス／オゾン劣化防止剤の耐オゾン効果について(2)

NR, SBR及びBR等の低極性高不飽和ゴムでは，サン
ノック及びサンノックNなどのワックス添加により，耐オ

ン性を確保できるが，NBR及びCRの様な極性の高いゴ
ムでは，溶解度の関係で，ワックスのプル ー ム層は厚くな
らないとされており ］） ，耐オゾン性の確保のためのワック
スの選択はむずかしい ． 先に2) 比較的低分子羅分布を
つサンノックPの NBR及びCRに対する耐オゾン効果を紹
介した．また，NBR配合において サンノックPにノクラ
ック6Cを併用すると耐オゾン性が著しく向上することを
紹介した見

は，NBR配合において，サンノックPに各種老化
防止剤を併用した場合の耐オゾン性と耐熱性について紹介

る 尋

1に加硫ゴムの常態物性と耐オゾン性を示す囀 サンノ
ックP単独（無添加）の場合に比べ810-NA, 6C及びG-1
の併用は，オゾン暴露168時間においてき裂の発生がなく
耐オゾン性が著しく向上

図1に加硫ゴムの熱老化後の伸びの変化を示す. CD, 
G-1及びMBZ併用系の耐熱性が良好である．

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行った試験
くものでありますが，結果をすべて確実に保証する

ものではありません．

NBR配合で耐オゾン性を耐熱性を
ノックPに6CまたはG-1を併用し，更にMBZの併用が
好ましい．

実験

る サン

(1) 

NBRlOO, ステアリン酸 1, 酸化亜鉛 5, SRFプラッ
ク 50, DOP 10, サンノックP 3, CZ LO, TT 1.5,

0.5, 老化防止剤表1
(2)試料

① 810-NA, ② 6C, ③ G-1, ④ CD, ⑤ NBC,@

CD/MBZ, ⑦ 6C/MBZ 
(3)試験条件

① オゾン劣化試験
50pphm, 40℃, 20%伸長

熱老化試験
120℃，テストチュ ープ老化試験機使用
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図1 老化防止剤配合加硫ゴムの熱老化後の伸び (EB ) の変化率

表1 各種老化防止剤配合加硫ゴムの常態物性と耐オゾン性
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